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日本と違ってインドの商店などでは小額通貨が慢性的に不足しており、金額の一の位を貨幣で切りよく支払うことをよく要求される。手持ちの貨幣がないとこちらの責任となり、お釣りを全額支払ってもらえなかったり、お釣りができるまで待たされた ひ つ ルピーのキャンデーをお釣り分だけ手渡されたりする。インドでは貨幣の常備は日常生活の常識だ。使う場面も多いため、財布に貨幣が貯まることは少ない。偶然貨幣がたくさん集まるとニンマリしてしまうし、貨幣が底を突くとやたら不安になる。なまじっか大きなお金よりも、小さなお金がなくて困る方が多いインドでは、貨幣 単に数字上の価値しか持た い一兵卒ではなく、経済の か 個別の役割を与えられた特殊部隊なのだ。　
しかし、他方でインド人は貨幣





























ぼルピーのみが使用されていて分かりやすいが、歴史的にはその下にアー ナー 、パイサー 、パーイー、その上にモハル（アシュラフィー）といった複数の単位あった。しかもこれらは十進法に基づく互換関係にな ておらず
複雑な体系となっていた。例えば四パイサーが一アーナー、一六アーナーが一ルピーである。よって計算は非常に難しい。かつ は六四パイサーが一ルピーであ たが、一九五七年からは 〇〇パイサー 一ルピーに変わったように、互換関係が変わったこともある。しかし、ルピーとパイサー以外の貨幣単位は今では慣用句のなかに残 のみとなっている。サーにしても、今では五〇パイサー貨幣のみが公的に使用を認められており、そ 下 のパイサー貨幣は最近相次いで流通停止となった。それは近年の急速な物価上昇と無関係ではない。五〇パイサー貨幣も最近は市場で全く見掛けなくなった。パイサーが完全に過去の遺物 るのも、も や時間の問題であろう。　
インドは貨幣が優遇されている
国かどうか、これだけ論じ 後も依然として判断は難しい。だが、その多様性、存在意義、そして時代性から、インドの縮図のひとつと評価してもよさそ である。（たかくら
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